
 

補正予算 主なもの 
▼友和幼稚園が認定こども園に 

補助金    ３２３１万円 

現在の園舎内に、新たに１,２歳児 定員３０
名の保育園を整備する計画です。 
▼佐伯クリーンセンター焼却炉等改修工事 

請負費    ５４００万円 

▼有害鳥獣被害対策 

対策協議会補助金 １２６万２千円 

箱わな８基整備のほか、市街地に出没するサル

の侵入路を断つため、試行的に、県道廿日市佐伯

線と交差する山陽道下を柵で遮断します。 

大畑美紀議員 

市
税
条
例
改
正 

 

市
民
税
で
は
扶
養
親
族
の
状
況

を
市
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、16
歳
未
満
の
年
少
者

扶
養
控
除
（
地
方
税
分
33
万
円
）

と
16
〜
18
歳
の
扶
養
親
族
に
対

す
る
特
定
扶
養
控
除
の
上
乗
せ

部
分
（
地
方
税
分
12
万
円
）
が
廃

止
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
所
得

税
申
告
で
把
握
で
き
て
い
た
扶

養
親
族
の
状
況
が
把
握
で
き
な

く
な
る
た
め
で
す
。 

 
 

残暑お見舞い 
申し上げます 

 

佐伯地域全域に光ファイバー整備 
請負者  株式会社 立芝 

請負金額 ３億９２５０万６８円 

光ファイバー敷設工事 
佐伯支所前交差点付近 

扶
養
控
除
廃
止
で
増
税
に 

廿
日
市
市
で
は
こ
の
控
除
廃

止
で
約
２
億
２
千
万
円
の
増
税

と
な
り
ま
す
。
全
国
で
は
個
人
住

民
税
４
５
６
９
億
円
の
大
増
税

で
す
。 

日
本
共
産
党
市
議
団
の
大
畑
・

植
木
議
員
は
「
控
除
廃
止
は
『
子

ど
も
手
当
』
『
高
校
授
業
料
無
償

化
』
の
財
源
に
す
る
と
さ
れ
た

が
、
子
ど
も
手
当
の
満
額
支
給
は

見
送
ら
れ
、
手
当
を
支
給
さ
れ
て

も
、
増
税
で
差
し
引
き
マ
イ
ナ
ス

に
な
る
世
帯
が
多
い
。
」
と
反
対

し
ま
し
た
。 

ま
た
、
市
た
ば
こ
税
が
引
き
上

佐
伯
支
所
に
受
信
ア
ン
テ
ナ
や
ヘ
ッ
ド

エ
ン
ド
装
置
等
を
整
備
、
上
勝
成
山
の
中
継

局
か
ら
電
波
を
受
信
し
、
ケ
ー
ブ
ル
で
送
信

し
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
た
各
種
サ
ー

ビ
ス
は
株
式
会
社
ふ
れ
あ
い
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
本
社
広
島
市
中
区
）
が
行
い
ま
す
。 

員
の
優
遇
制
度
に
思
え

る
。
時
期
尚
早
で
あ
る
」

と
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し

た
が
、
植
木
・
大
畑
議
員

は
「
民
間
の
劣
悪
な
労
働

環
境
の
ほ
う
が
異
常
で
あ

り
、
余
暇
が
十
分
に
取
れ
、

子
育
て
し
や
す
い
雇
用
環

境
を
推
進
す
べ
き
で
あ

る
。
」
と
賛
成
し
ま
し
た
。 

「
育
児
は
育
自
」
と
も

言
わ
れ
、
育
児
休
暇
は
本

人
に
も
企
業
に
も
プ
ラ
ス

の
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。 休

暇
制
度
定
着
に
は
周

囲
の
理
解
も
必
要
で
す
。 

 

条例改正 

育児休暇が取りやすくなりました 
男性職員の積極的な育児参加を 

植木京子議員 

今年 5月・7月の豪雨による災害箇所の復旧・
応急復旧工事の補正予算（一部専決処分）です。 
主なものは氏森川（佐伯地域光ヶ丘）、林道魚

切線、太田川基幹線吉和工区・佐伯工区、所山

青笹線等、大神ため池（阿品台）ほか道路、河

川、農道、農業施設などです。 
 7 月豪雨により亡くなられた方が 1 名（佐伯
地域）。謹んでご冥福をお祈りします。 

豪雨災害復旧工事補正予算  
8/18臨時議会 

日
本
共
産
党
廿
日
市
市
委
員
会 

新
は
つ
か
い
ち 
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弁
護
士
に
よ
る 

無
料
法
律
相
談 

毎
月
第
２
日
曜 

午
前
１０
時
〜 

西
部
地
区
事
務
所
で
行
い
ま
す 

参
議
院
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て 

  

比
例
５
議
席
、
選
挙
区
・
大
西
オ
サ
ム
候
補
の
議
席
獲
得
を

め
ざ
し
ま
し
た
が
、
比
例
３
議
席
と
い
う
結
果
で
、
仁
比
そ
う

へ
い
議
員
の
再
選
を
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

管
政
権
は
、
国
民
の
「
政
治
を
変
え
た
い
」
と
い
う
期
待
に

こ
た
え
ず
、
ア
メ
リ
カ
、
財
界
に
も
の
が
言
え
な
い
、
根
本
は

自
民
党
政
治
と
変
わ
ら
ぬ
姿
勢
で
、
消
費
税
増
税
、
法
人
税
減

税
を
明
言
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
意
を
削
る
衆
院
比
例
定
数

削
減
方
針
も
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
国
民
の
暮
ら
し
第
一
で
、
社
会
保
障
を
予

算
の
主
役
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
消
費
税
増
税
ス

ト
ッ
プ
、
普
天
間
基
地
全
面
撤
去
、
米
軍
岩
国
基
地
増
強
反
対

な
ど
公
約
実
現
の
た
め
弐
が
ん
ば
り
ま
す
。
ご
意
見
ご
要
望
な

ど
、
ご
遠
慮
な
く
日
本
共
産
党
事
務
所
か
、
日
本
共
産
党
議
員

ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。 

６
月
議
会
報
告 

６
月
15
〜
29

改
正
育
児
・
介
護
休
暇

法
が
施
行
さ
れ
、
市
職
員

の
育
児
休
暇
制
度
の
条
例

も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
は
、
配
偶
者

が
な
ど
、
だ
れ
か
ひ
と
り

育
児
を
す
る
人
が
い
れ

ば
、
育
児
休
暇
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
回
の
改
正
で
可
能

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一

度
休
暇
取
得
し
て
も
子
ど

も
が
３
歳
に
達
す
る
日
ま

で
は
再
度
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

採
決
で
は
「
民
間
企
業

の
現
状
か
ら
見
れ
ば
、
職

 



  

答
弁 

今
橋
教
育
長 

①
改
正
教
育
基
本
法
は
、
普
遍
的
な
理
念
は
大
切
に

し
つ
つ
、
新
し
い
時
代
の
教
育
理
念
が
明
示
さ
れ
て

い
る
。
改
正
内
容
に
基
づ
き
学
習
指
導
要
領
も
改
訂

さ
れ
た
。
改
訂
の
効
果
が
出
る
に
は
時
間
が
か
か

る
。 

②
基
本
目
標
は
め
ざ
す
べ
き
子
ど
も
像
を
わ
か
り

や
す
く
示
し
た
も
の
で
、
「
ね
が
い
」
で
あ
り
、
具

体
的
に
評
価
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。 

③
加
配
措
置
や
非
常
勤
講
師
配
置
の
制
度
を
積
極

的
に
活
用
。
市
独
自
に
、
非
常
勤
講
師
や
教
育
補
助

員
を
配
置
し
、
支
援
し
て
い
る
。
教
職
員
の
増
員
は
、

教
職
員
定
数
の
改
善
を
継
続
し
て
要
望
し
て
い
る
。 

④
保
護
者
の
過
度
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。
国
に
は
義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
・
拡
充
等
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。 

 大
畑
５
月
28
日
に
出
さ
れ
た
日
米
共
同
声
明
で
は
、
米

軍
再
編
強
化
を
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
ど
お
り
」
着
実
に
行

う
こ
と
が
示
さ
れ
、
前
政
権
時
よ
り
さ
ら
に
危
険
な
方

向
も
示
さ
れ
た
。29
日
に
は
岩
国
基
地
の
新
滑
走
路
が

運
用
開
始
さ
れ
、
米
軍
機
の
飛
行
経
路
が
よ
り
宮
島
に

近
く
な
っ
た
う
え
、
連
日
編
隊
離
陸
が
行
わ
れ
て
い

る
。
民
意
に
反
し
増
強
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
眞
野
市
長
は
、
秋
葉
市
長
と
と
も
に
、
岩
国
基
地

の
増
強
に
反
対
す
る
要
請
書
を
政
府
に
出
し
た
が
、
政

府
の
態
度
が
明
ら
か
に
な
っ
た
今
、
さ
ら
に
反
対
の
活

動
を
強
め
る
必
要
が
あ
る
。
岩
国
基
地
増
強
計
画
反
対

広
島
連
絡
会
を
開
催
し
、
連
帯
し
て
運
動
を
。 

 

答
弁 

眞
野
市
長 

Ｈ
20
年
度
の
連
絡
会
議
で
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
は

各
々
の
活
動
方
針
に
基
づ
い
て
、
主
体
的
に
活
動
し
て

い
く
」
こ
と
を
確
認
。
周
辺
自
治
体
や
広
島
県
と
連
携

を
図
り
、
低
空
飛
行
や
騒
音
の
実
態
、
市
民
の
安
心
安

全
へ
の
懸
念
を
、
粘
り
強
く
国
に
訴
え
て
い
き
た
い 

大
畑
①
障
害
児
の
放
課
後
対
策
は
、
あ
い
プ
ラ
ザ
（
市
営
の
障

害
児
放
課
後
ク
ラ
ブ
）、
大
野
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
長
期
休
業

中
の
介
護
事
業
と
し
て
）
の
み
で
あ
る
。
市
の
責
任
で
中
学
生

も
対
象
と
し
、
全
地
域
で
の
対
策
を
急
ぐ
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

ま
た
、
指
導
員
、
介
助
員
の
十
分
な
配
置
を
。 

②
留
守
家
庭
児
童
会
の
対
象
学
年
を
４
年
生
以
上
に
も
広
げ
る

べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

③
自
主
運
営
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
玖
島
・
浅
原
・
吉
和
）

を
、
安
定
運
営
で
き
る
よ
う
に
市
の
直
営
に
。 

 

答
弁 

松
田
福
祉
保
健
部
長 

①
利
用
希
望
者
の
増
加
は
認
識
、
受
け
入
れ
方
策
を
検
討
し
て

い
る
が
、
場
所
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
対
応
で
き
て
い
な
い
。 

 

報
酬
単
価
引
き
上
げ
に
よ
り
、
沿
岸
部
で
は
日
中
一
時
支
援

事
業
が
始
ま
っ
た
が
、
中
山
間
地
で
事
業
し
よ
う
と
す
る
事
業

者
が
い
な
い
。
国
の
動
向
も
踏
ま
え
、
地
域
自
立
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

②
留
守
家
庭
児
童
会
は
入
会
希
望
者
が
多
く
、
飽
和
状
態
で
あ

る
。
４
年
生
以
上
の
児
童
の
受
け
入
れ
の
必
要
性
は
感
じ
て
い

る
が
、
現
時
点
で
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。 

③
利
用
者
が
20
人
未
満
の
小
規
模
の
ク
ラ
ブ
は
国
の
補
助
対
象

と
な
ら
な
い
た
め
、
市
独
自
の
補
助
で
自
主
運
営
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
直
営
と
異
な
り
、
共
働
き
と
い
う
入
会
要
件
や
、

３
年
生
ま
で
と
い
う
学
年
制
限
が
な
く
利
用
で
き
る
。
現
在
の

形
で
安
定
運
営
で
き
る
よ
う
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。 

  

教育格差・教職員の多忙など改善のため

教育条件整備を 

大畑美紀議員の一般質問 

 

 

 

 

障害児放課後対策 
佐伯・吉和地域では、保護者の

会（吉和「つぼみ」佐伯「みかん」）

が、社会福祉協議会やボランティ

アの協力を得て、子どもたちの放

課後の見守りをしています。 

福祉サービスの利用もしていま

すが、１回ごとの利用料負担や、

利用に上限があることなど、１年

を通じての利用は難しい状況で

す。 

一定の場所や指導員が確保さ

れた、安定的な対策が急がれま

すが、現在は、ボランティアさんた

ちが頼りです。多くの皆さんの後

押しをお願いします。 

 民意無視の米軍基地増強に反対 

市長の積極的な行動を 

 

大
畑
①
教
育
基
本
法
改
定
で
、
教
育
は
国
民
の
も

の
か
ら
国
家
の
も
の
に
変
わ
り
、
国
家
の
統
制
が
強

ま
っ
た
。
本
来
民
主
主
義
を
学
ぶ
べ
き
学
校
現
場
で

の
変
化
は
ど
う
か
。 

②
今
年
度
初
め
て
作
ら
れ
た
、
廿
日
市
市
教
育
振
興

計
画
で
は
、
基
本
目
標
に
「
愛
」「
夢
」「
志
」
な
ど

の
文
言
が
多
い
が
、
具
体
性
を
持
つ
べ
き
基
本
目
標

に
「
気
持
ち
」
や
「
態
度
」
を
規
定
す
べ
き
で
は
な

い
が
ど
う
か
。 

③
教
職
員
の
多
忙
が
一
向
に
改
善
さ
れ
な
い
。
Ｉ
Ｌ

Ｏ
が
教
員
の
地
位
向
上
を
日
本
に
勧
告
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
も
、
教
職
員
の
長
時
間
労
働
の
改
善
と
30
人
学
級

の
実
施
を
求
め
て
い
る
。
実
態
把
握
を
し
、
早
急
に

少
人
数
学
級
編
成
、
教
職
員
増
員
を
。 

④
子
ど
も
の
貧
困
や
教
育
格
差
是
正
の
た
め
に
、
十

分
な
賃
金
と
余
暇
を
保
証
す
る
雇
用
環
境
の
構
築

と
と
も
に
、
国
の
教
育
予
算
を
増
や
す
こ
と
、
教
育

の
完
全
無
償
化
を
国
に
求
め
、
市
で
も
教
育
費
私
費

負
担
分
の
軽
減
を
。 

 

 

放課後対策の拡充を 


